
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日は「零細・中小企業デー」。小回りが利く零細・中小企業にはユニークな福利厚生があります。例

えば、兵庫県で美容室を展開する「チカラコーポレーション」の「失恋休暇」。失恋を上司に口頭で報告する

と、20代前半で１日、20代後半で２日、30代以上は３日、心を癒す時間として休暇を取得できるそうです。 

運気が月の後半から少

しずつ上向いてくる運

勢。困り事があっても

焦らずトンネルを抜け

るのを待ちましょう。 

相談を持ち掛けられた

り頼りにされることが

増える運勢。懸命に尽

力すると自分に良い流

れが起きるでしょう。 

迷いが生じやすい月。

現状からの変化を求め

たくなっても今は辛抱

したほうが無難です。

身辺整理が開運の鍵！ 

人の縁の入れ替わりが

起こりやすい運勢のよ

うです。別れた相手に

執着せず新しい出会い

を大切にすると大吉！ 

【事業用資産の買い換え特例について】 

 

例えば、個人が土地建物を譲渡して利益が出たときは譲渡所得税が

発生します。しかし一定の要件を満たす場合は、この利益の一部を

将来に繰り延べることができます。つまり今、納税すべき税金を先

延ばしすることができるのです。これを「事業用資産の買い換えの

特例」といいます。当然のことながら、決して税金がゼロになると 

いうことではありません。この特例が適 

用されるための要件はかなり複雑で、組 

み合わせも多いため概要をつかむこと 

が肝要です。まず譲渡する資産について 

は、譲渡の日の属する年の１月１日現在 

に所有期間が 10 年を超える、国内にあ

る事業用の土地や建物などであること。一方、買い換える資産につ

いては、国内にある土地や建物などで、土地の場合には 300平方メ

ートル以上であること。買い換える土地が売る土地の面積の５倍以

内であること。購入してから１年以内に事業に使うことなどです。

この特例の適用を受けると、売った金額に 20％の割合を掛けた額

を収入金額として譲渡所得の計算を行います。例えば、仮に 1000

万円の利益が出る譲渡があった場合、80％の 800万円分の税金は将

来に繰り延べされて、残りの 200万円にのみ税金がかかることにな

ります。この特例は要件が複雑なため、色々な点で事前に検討が必

要になります。詳細についてはお気軽にご相談ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手となる人をつなぐサービスです。参加者は季節的な繁忙期にある農家や旅館などで手

伝いをし、報酬を旅費にあてて暮らすような旅で、その土地の魅力を体験します。受け

入れ先は 47都道府県に及び、全国津々浦々に人が訪れる流れをつくっています。未知の

土地が自分にとっての特別な地域となる、日本の隅々まで交流を促すプロジェクトです。 

「お手伝い」と「旅」を合わせた「おてつたび」は、人手不足

で困っている地方の事業者と、その土地に滞在し短期的に働き 

今月の商売のヒント：【学びは場所を選ばず】 

 

お店や会社などのトイレに名言が貼ってあると、つい読んでしまいます。聞いたことのある言葉でも、一人

の空間でリラックスしているせいか、妙に心にしみたりします。ここ最近は、困難を乗り越えるための心構

えを説いた言葉に出会うことが増えました。印象に残っているのは『安岡正篤 活学一日一言』の言葉です。

「世に知者は多いが、時を知ること。難を知ること。命を知ること。退を知ること。足るを知ること。五知

を養い得て、始めて能（よ）く難局に当ることができる」。宋（そう）の賢人・李繹（りえき）の『五知先生

伝』からの引用だそうです。 

ＳＢＩホールディングスの北尾吉孝社長も、自著の中で「能（よ）く難局を乗り越えるために」と題して「五

知」について書かれていました。「時を知る」とは、タイミングを逃さず、時には時流を捉え、臨機応変に対

応することが大事であるということ。「難を知る」とは、難局を乗り切るための策を常に考えて行動し、最悪

の状況に備えておくこと。「命を知る」とは、日頃の仕事の中で自分の能力や強みを知り、自分の生かし方を

模索して自らを開拓していくこと。「退を知る」とは、退くべきときに退く勇気を持つこと。前向きに攻める

ことも大事ですし、守りを固めることも同じくらい大事であるという意味です。「足るを知る」とは、今の自

分にないものを探すより、今あるもの、与えられているものを探し、それらを生かし、感謝しながら歩んで 

いくこと。単に知識を得るのではなく、この「五知」を養い得て、はじめて難局 

に立ち向かえるというわけです。 

この貼り紙を見かけたのは何度か行ったことのある飲食店でした。コロナの前に 

はなかったと記憶しているので、ここ２年ほどの間に貼ったのでしょう。このお 

店が直面した難局はどれほどのものだったのか。どんな気持ちでこれをトイレに 

貼ったのか。そんなことを思いながら、ポケットからスマホを取り出して貼り紙

を写真に収めました。そして席に戻るとメニューの中から一番高い料理を注文しました。同じく商売を営む

身として、見ず知らずのオーナーにエールを送りたいと思ったのです。 

木 永 会 計 事 務 所 

㈲ブレーン・トラスト 

〒861-8003 

熊本市北区楠 7丁目 1-66 

電話：096-337-3600 FAX：096-337-3601 

http://www.kinaga.co.jp 

【３月のライオン】 
--------------------------- 
手塚治虫文化賞ほか多くの漫
画賞に輝く羽海野チカの作品
です。幼い頃に家族を亡くし孤
独を抱えた高校生プロ棋士が、
人との交流を通して棋士とし
ても人間としても成長してい
く物語。登場人物の深い心情描
写にひきつけられる一冊です。 


